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無介類き|その伝1承料理に対す|る1幼児の1噌鶏1傷愛颯甲

峯本員知子 Mach量o Mme撼

1.幼児の嗜好から見る食環境の温故知新

魚介類は, 日本で古 くから利用されている

タンパク質源である。食品の流通事情は変化

し,魚介類の素材は多種多様に変わってい

る。魚介類は生活習慣病の予防にも有効な食

品として注目されており,ぜひ摂取 して欲し

い食品であるが,消費量が減少している。国

民健康栄養調査による1日 1人当たりの魚介類

摂取量は,1991年 では,総数で96.8gで あっ

たが,20年後の2012年 では70.Ogで 減少 して

いる。それに対し,同 じタンパク質食品の蓄

肉類 (以下肉類)の摂取量は,1991年 では総

数76.4gで 魚介類の摂取量より20gも 低かづた

が,2012年 では88.9gと 増加している1)(図 1)。

魚介類の流通状況の違いが幼児の嗜好に与

える影響を調べる目的で,全国各地の保育所

に通所する3歳以上の幼児を対象に,1991年

～ 2012年 の間に5回 のアンケー ト調査2-9を

行ってきた。幼児の魚介類に対する嗜好から,
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ける今後の展望を推測できると考えた。また.

同時に魚介類を用いた伝承料理に対する雌t
の嗜好を調べることにより,こ れらの料理争

食生活でどのように受け入れられ,受け継が

れていくのかを考察した。

保育所に通所する幼児では,保育士および

母親が幼児の食事状況を相互に観察していモ:

ことから,正確な嗜好の情報が得られると考

え,保育園児を対象とした。ここでは,15奪

間の嗜好の変遷を紹介する。

2.調査対象地区

対象は,1996年調査では1418名 (16地区)31=

2001年 調査では1966名 (20地 区)。 ,2006尊

調査では1342名 (18地区)9,2012年調査で

は1824名 (15地 区)であつた。 調査にご協

力いただいた都市の保育所および市役所は、

札幌,秋田,気仙沼・仙台,宇都宮,東京,

横浜,甲府,長野,黒部,米子,高知,太宰府
=

鹿児島,那覇などで,いずれの調査も海岸部,

都市部,内陸部の3区分に分類して比較した.

3.魚介類に対する幼児の嗜好

幼児の魚介類に対する「大好き」および「好

きJと 答えた割合は,いずれの調査でも構

70%で ,「嫌い」と答えた割合は2～ 3%であつ

た (図 2)。 魚介類は幼児に好まれる食品で

あることがわかる。

1991年調査では好む書1合 は64.7%で ,1996

年,2001年 ,2006年 調査まで増加 した。しかし,
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図2 幼児の魚介類に対する嗜好の推移

2012年調査では69,3%で ,2006年調査よりや

や低下 した。1996年の国民栄養調査 より幼児

(1～ 6歳)の授取量が示 されたが,幼児の魚

介類の摂取量は1996年以降低下傾向である。

4.肉類 に対す る幼児の嗜好

幼児の肉類に対する嗜好は,2001年 調査よ

り魚介類に比較するために調査に加えた。

幼児の肉類に対する大好 きお よび好 きな割

合 は,2001年 調 査 で は66.8%,2006年 調 査

73.6%,2012年 調査73.5%で あ つた (図 3)。

この1警好の推移は,幼児の摂取量の推移に類

似 した傾向であった。また,肉類を好む割合

は,魚介類を好む割合より2012年調査より約

4%高 くなった。

このことから,幼児は魚介類 も好むが,肉

類 を好む害J合が高 くなって きたことが示 さ

れ,食事内容の変化が推察で きる。
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5,海岸・都市・内陸部による嗜好の違い

地域別に幼児の魚介類に対する「好 き」

の割合をみると,1996年 調査では,海岸部

70,1%,内 陸部60.6%,都市部76.8%で あつ

たが,2012年調査では,海岸部69.3%,内 陸

部66.6%,都市部72.6%で ,内陸部の幼児の「好

き」の割合が増加していた (p<0.05)。 魚介

類を好む害1合には,地域の違いが少なくなつ

ている。幼児の肉類に対する「好き」の割合

をみると,2001年調査では,海岸部63.6%,

内陸部73.4%,都 市部71,7%で ,2012年 調査

で |ま,海岸部程.6%,内 陸部71,0%,都市部

73.4%で ,海岸部の幼児の「好き」の書J合 は

ll.0ポ イント増カロしていた。

内陸部に住む幼児では,魚介類を好む割合

が増加し,海岸部に住む幼児では,肉類を好

む割合が増加 しており,いずれの嗜好にも

地域による差が少なくなつた。このことは,

2006年 調査よりみられるので,幼児における

食生活の変化は,その時点付近で起きている

と考える。

6.幼児が好む魚介類の調理法

幼児が好む魚介類の調理法では,いずれの

年の調査でも「焼 くJ調理法が最も好まれ,

「生 。東」身」,「 煮る」が次いでいる (図 4)。

1996年調査では,「焼 く」(84.8%),「 煮る」

(65.2%),「生・刺身」(61,6%)が好まれたが,

それ以降は「生 。刺身」が「煮るづ調理法よ

り高い値で好まれた。これは,魚介類の流通

速度が速くなり,鮮度がよくなったことが影

響 したと考えている。地域別に好む調理法を

2012年の調査でみると,「焼 く」および「生・

オJ身 」では,いずれの地区でも,「焼 く」85

～87%,「 生・刺身」56～ 58%の幼児に好まれ,

地域による違いはみられなかつた。 しかし,
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図4 幼児の好む魚介類の訓理方法

「煮るJは ,都市部54.0%,内陸部48.8%で ,「油

焼き,ソ ティー」も都市部41.7%で,「揚げるJ

は海岸部37.3%で,他の地域の幼児より好ま

れた。地域の違いが少なくなつた2012年の調

査でも,調理法では地域による違いがみられ

た。

7.幼児がl‐Iむ魚種

幼児の「好きJな割合が多かった魚種は,

エビ,マ グロ,サケ・マス,アサリ,シ ラス
,

カニ,サ ンマなどであった。

この中で,「好 き」な害J合が減少してい4

魚は,エ ビ,アサリ,サ ンマ,ア ジなどであ ■́

た。「好き」な害J合に変化が少ない魚介類は,

マグロ, シラス,カ ツオ,サバ,カ レイで

あった。サケ・マスは大好きな割合の増えた

魚種であった。この傾向は摂取量に関連して

いると考える。水産白書では,家庭で消費さ

れる魚種を2001年 と2011年 の購入量で比較す

ると,イ カ,マ グロは大きく減少し,その他

の魚種も減少しており,変化が少ない魚種は

サケで,魚種別鮮魚購入数量でiよ,現在では

サケが1位 であると報告 しているO。 本簿l究

で調査した幼児の嗜好に模取量は影響 してい

た。幼児に好まれる魚種も,食生活に応じて

変わってきたと考える。

8.魚介類を用し`た伝承的理の嗜好

魚介類を用いた伝承料理に対する幼児の

「好き」の害J合が高かった献立は,員の汁物,

立田1場
。唐揚,照 り焼き,寿司,て んぶらであっ

た (図 5)。 それ以タトのみりん漬け,かば焼き,

千物,炊 き込みご飯,味噌焼き,味噌煮,つ
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図5 幼児が好む魚介類の伝承翠理
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みれ汁 。す り身汁などを「好き」 と答えた害」

合は低かった。1996年調査で最 も好まれてい

た員の汁物では,調査が進むにつれ,「好 きJ

な割合は低下 していた。これは魚種でアサリ

の嗜好が低下 しているのと同様の傾向であっ

た。てんぶ らの嗜好がやや低下 しているが ,

照 り焼 き,寿司の嗜好に変化はなく,こ れら

の5品 は幼児にこれからも受け入れ られる料・

理であると考える。

9=幼児の嗜好に影響すると考 える要因

幼児の魚介類に対する嗜好に関連する要因

について相関分析を行うと,地域,幼児の年

齢,母親の年齢,第何子,家族構成,1■,子
どもの数,魚介類に対する母親および父親の

嗜好,肉類に対する幼児の嗜好,魚料理およ

び肉料理が夕食σ)食卓に上がる頻度,調理時

間,保護者の魚料理の得意度があげられる。

保護者が魚料理 を得意かどうかの質問で

は,得意と答えた保護者は1996年調査8.0%,

2001年 調査9,2%,2006年 調査8,9%,2012年

調査8.4%で あった。不得意 と答えた保護者

は,1996年 ili―i査13.8%,2001年 調 査14.3%,

2006年 調査15.6%,2012年調査20.2%で ,調

査年ごとに増加 した。魚料理の得意な保護者

が減 り,不得意者が増えたことは,家庭で魚

を調理することが減 り,食卓に上がる巨1数が

減る原因につながると考える。

また,魚介類が夕食の食卓に上がる頻度で

は,ほ とんど毎 日とした家庭は,1996年調

査16.4%,2012年 調査7,9%で減少 している。

週1回 程度の家庭 は,1996年 調査14.4%よ り

2012年調査28.2%で増加 していた。このよう

な,食卓頻度の減少 |ま水産白書でも報告され

ている。 ・
肉類が夕食の食卓に上がる頻度では,ほ と

んど毎日としな家庭は,2001年調査20.8%,

月刊 フー ドケ ミカリレ 2014-12

2006年 調査23,2%,2012年調査31.5%で増加

している。 このことから,幼児だけでなく,

家族においてもタンパク質源として肉類を好

んで食べるようになったと考える。

以上,幼児の魚介類の嗜好調査 を15年 間

行つた結果,魚介類の晴好の低下が,今後摂

取量に影響する可能性が考えられたさまた,

好む調理法や魚種には地域の違いが少なくな

り,それらの嗜好の減少は伝承料理の嗜好に

も影響 している。食卓頻度の減少をは じめ ,

家庭での魚介類料理の調理時間および調理そ

のものの減少が推察される。

1990年代には,魚介類に対する調査論文は

多数報告されていたが,魚離れがいわれてか

らは少なくなっている。食文化の伝承にも関

与する魚介類料理の実態を調べ,摂取量の増

加につながる料理や調理法などを考え,健康

的な日本型食生活を推進 していきたい。

ご協力いただいた幼児とその保護者の方々

に厚 く御礼申し上げます。また,こ の研究の

一部は,大妻中高等学校の戸塚溝子氏と共同

で行っている。戸塚氏に深 く感議|い たします。
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